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●「CSR報告書2010」の編集にあたって

■編集方針

本報告書は、当社の社会性報告と環境報告を中心に、一部

関係会社の取り組みを記載し、「CSR報告書」として編集、

発行しています。

■参考ガイドライン

本報告書の記載については、環境省のガイドラインを参考

にしています。

■対象範囲

原則として当社単独の活動を中心に記載していますが、一

部関係会社の取り組みについても記載をしています。

■対象期間

2009年（平成21年）4月から2010年（平成22年）3月ま

でを対象期間としています。ただし、一部、対象期間外の情

報を含みます。

耐熱鋼

吸排気バルブなど

金属粉末・
粉末成形品
HDDレコーダー
磁気ヘッドなど

構造用鋼

トランスミッションギア、
シャフトなど

軸受用鋼

自動車用
ベアリングなど

ステンレス鋼
OA機器用

モーターシャフト、
スリーブなど

軸受用鋼
新幹線用ベアリング

電気炉スラグ
製品
路盤材、

アスファルト骨材
など

工具鋼
高級プラスチック用金型、
ダイカスト用金型、
ロール、工具など


